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安全にお使いいただくために 必ずお守りください 


本書では、製品を安全にお使いいただくための注意事項を次のように記載しています。 

注意事項を守っていただけない場合、どの程度の影響があるかを表しています。 

人が死亡または重傷を負う可能性が想定される内容を示します。 


注意事項を守っていただけない場合、発生が想定される障害または事故の内容を表しています。 


A 

感電注意 

感電の可能性が想定されることを示 
します。 

発火注意 

発煙または発火の可能性が想定され 
ぬことを 7 IX します。 

A\ 

けが注意 

けがを負う可能性が想定されること 
を爪します。 



P 章害や事故の発生を防止するための、その他の注意事項は次のマークで表しています。 


St 電源プラグを抜く 

電源ケーブルのプラグを抜くように指示するものです。 


















△警告 


分解や改造をしない 


発火注意感電注意 ^11* 本製品は、取扱説明書に記載のない分解や改造はしないでください0 
火災や感電、けがの原因となります。 


A 

感電注意 


雷のときはケーブル類 • 機器類にさわらない 

感電の原因となります。 


設置 • 移動のときは電源プラグを抜く 

感電の原因となります。 



発火注意 


A 

感電注意 


異物は入れない水は禁物 

火災や感電の恐れがあります。水や異物を入れないように注意してください。万が一水や 
異物が入った場合は、電源プラグをコンセントから抜いてください（弊社のサボートセン 
ターまたは販売店にご連絡ください)。 


湿気やほこりの多いところ、油煙や湯気のあたる場所には置かない 

内部回路のシヨートの原因になり、火災や感電の恐れがあります。 


交流1 00 V の電源でお使いください 

異なる電源電圧で使用すると、火災や感電の原因となります。 


付属の専用 AC アダプター以外で使用しない 

火災や感電の原因となります。必ず、付属の専用 AC アダプターを使用してください。 

専用 AC アダプターのコードを傷つけない 

火災や感電の原因となります。 


発火注意 


電源コンセントや配線器具の定格を超える使い方はしない 

たこ足配線などで定格を超えると発熱による火災の原因となります。 








ご使用にあたってのお願い_ 

次のような場所での使用や保管はしないでください。 

-直射日光の当たる場所 

• 暖房器具の近くなどの高温になる場所 

-急激な温度変化のある場所（結露するような場所） 

• 湿気の多い場所や、水などの液体がかかる場所（製品仕様に記載された環境でご使用ください） 

• 振動の激しい場所 

•ほこりの多い場所や、ジュータンを敷いた場所（静電気障害の原因になります） 

-腐食性ガスの発生する場所 

静電気注意 

本製品は、静電気に敏感な部品を使用しています。部品が静電破壊する恐れがありますので、コネ 
クターの接点部分、ポート、部品などに素手で触れないでください。 

取り扱いはていねいに 

落としたり、ぶつけたり、強いショックを与えないでください。 

本製品は、一般使用を目的とした商品です 

本製品は、医療機器、原子力設備や機器、航空宇宙機器、輸送設備や機器など人命に関わる設備や 
機器、及び高度な信頼性を必要とする設備や機器としての使用またはこれらに組み込んでの使用は 
意図されておりません。これら、設備や機器、制御システムなどに本製品を使用され、本製品の故 
障により、人身事故、火災事故、社会的な損害などが生じても、弊社ではいかなる責任も負いかね 
ます。設備や設計、制御システムなどにおいて、冗長設計、火災延焼対策設計、誤作動防止設計な 
ど、安全設計に万全を期されるようご注意願います。 

本製品の使用は、日本国内で 

本製品は日本国内仕様となっておりますので、本製品を日本国外で使用された場合、弊社ではいか 
なる責任も負いかねます。 

お手入れについて_ 

清掃するときは電源を切った状態で 

誤動作の原因になります。 

機器は、乾いた柔らかい布で拭く 

汚れがひどい場合は、柔らかい布に薄めた台所用洗剤（中性）をしみこませ、堅く絞ったものでふ 
き、乾いた柔らかい布で仕上げてください。 

お手入れには次のものは使わないでください 

石油 • みがき粉 • シンナ_ • ベンジン • ワックス • 熱湯 • 粉せっけん（化学ぞうきんをご使用のと 
きは、その注意書にしたがってください） 
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鼋波に関する注意 


本製品を下記のような状況でご使用になることはおやめください。 

また設置の前に、「安全にお使いいただくために」を必ずお読みください。 

• 心臓ペースメーカーをご使用の近くで、本製品をご使用にならないでください。 

心臓ペースメーカーに電磁妨害を及ぼし、生命の危険があります。 

-医療機器の近くで、本製品をご使用にならないでください。 

医療機器に電磁妨害を及ぼし、生命の危険があります。 

-電子レンジの近くで、本製品をご使用にならないでください。 

電子レンジによって、本製品の無線通信への電磁妨害が発生します。 

この機器の使用周波数帯では、電子レンジ等の産業•科学•医療機器のほか、工場の製造ラインで 
使用されている移動体識別用の構内無線局（免許を要する無線局）および特定小電力無線局（免許 
を要しない無線局）が運用されています。 

1この機器を使用する前に、近くで移動体識別用の構内無線局および特定小電力無線局が運用さ 
れていないことを確認してください。 

2万が一、この機器から移動体識別用の構内無線局に対して電波干渉の事例が発生した場合には、 
本製品の周波数を変更して、混信を回避してください。 

3その他、この機器から移動体識別用の特定小電力無線局に対して電波干渉の事例が発生した場 
合は、本製品の使用を停止し、弊社サボートセンターまでお問い合わせください。 

無線 LAN 製品こ'使用におけるセキュリティーに関する注意 

無線 LAN では、 LAN ケーブルを使用する代わりに、電波を利用してノ':ソコン等と無線アクセスポ 
イント間で情報のやり取りを行うため、電波の届く範囲であれば自由に LAN 接続が可能であるとい 
う利点があります。 

その反面、電波はある範囲内であれば障害物（壁等）を超えてすべての場所に届くため、セキュリ 
ティーに関する設定を行って いない 場合、以下のような問題が発生する可能性があります。 

•通信内容を盗み見られる。 

悪意ある第三者が、電波を故意に傍受し、 

• ID やパスワード又はクレジットカード番号等の個人情報 

• メールの内容 

等の通信内容を盗み見られる可能性があります。 

•不正に侵入される 

悪意ある第三者が、無断で個人や会社内のネットワークへアクセスし、 

• 個人情報や機密情報を取り出す（情報漏洩） 

•特定の人物になりすまして通信し、不正な情報を流す（なりすまし） 

• 傍受した通信内容を書き換えて発信する（改ざん） 

-コンピュータウィルスなどを流しデータやシステムを破壊する（破壊） 

などの行為をされてしまう可能性があります。 

本来、無線 LAN カードや無線アクセスポイントは、これらの問題に対応するためのセキュリティー 
の仕組みを持っていますので、無線 LAN 製品のセキュリティーに関する設定を行って製品を使用す 
ることで、その問題が発生する可能性は少なくなります。 

セキュリティーの設定を行わないで使用した場合の問題を十分理解した上で、お客様自身の判断と 
責任においてセキュリティーに関する設定を行い、製品を使用することをお奨めします。 
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はじめに 


このたびは、 「CG-WLAP54GTSW」 をお買い上げいただきまして誠にありがとうございます。本 
書は、本製品を正しくご利用いただくための手引きです。必要なときにいつでもご覧いただけるよ 
うに、大切に保管してください。 

「CG-WLAP54GTSW」 に関する最新情報（ファー厶ウェアのパージョンアップ情報など）は、弊 
社のホームページでお知らせします。 

無線 LAN に関する情報や活用例なども紹介しておりますので、ぜひ弊社のホー厶ページをご覧くだ 
さい0 


□ レガのホームページ http://www.corega.co.jp/ 

本書の読みかた 


本書で使用している記号や表記には、次のような意味があります。 

參記号について 


注意/1 

操作中に気を付けていただきたい内容です。必ずお読みください。 

〇) 

補足事項や、参考となる情報を説明しています。 


參表記について 


本製品 

CG-WLAP54GTSW を指します。 

「」-「」-「」 

「」で囲まれた項目を順番に選択することを示します。 

[] 

[] で囲んである文字は、画面上のボタンを表します。 

例： OK h [0K] 


參イラスト、画面について 

本文中に記載の画面やイラストは、実際と多少異なることがあります。 
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作業の流れ 


本書では、本製品を使って無線 LAN のネットワークを構築するまでの作業を PART に分けて説明 
しています。各 PART での作業は次のとおりです。順番に読んで、作業を進めてください。 



まず準備が必要 


① 付属品の内容を確認しよう 

② 無線 LAN について 

本製品を使って構築できるネットワーク例や、無線 LAN 環境で必要なセキユ 
リティー対策についてご確認ください。 

③ 製品の特徴をとらえよう 

④ 各部の名称と機能を覚えよう 

アクセスポイントの設定をする 

① 設定用バソコンを準備しよう 

本製品と無線で接続するパソコンや、本製品の設定を行うときに必要なバソコ 
ンを準備してください。 

② 本製品を接続して起動しよう 

ノ ':ソコンと本製品を無線で接続して起動します。 

③ 本製品の設定をしよう 

セキュリティーなど本製品の設定を行いたいときは、設定ユーティリティーを 
使って行います。 


PART2 までの作業が終われば、本製品を使った無線 LAN でのネットワーク構築は完了です。 
PART3 以降は、必要に応じて読んでください。 


PART3 




トラブルや疑問があったら 

PART2 までの作業で、無線 LAN への接続ができなかった場合や、本製品の操作 
でわからないことがあった場合には、この PART を読んで解決方法を探してくだ 
さい。 

設定ユーティリティーを見てみよう 

本製品は、内蔵の設定ユーティリティーによって、詳細な設定ができます。この 
PART では、設定ユーティリティーで設定できる項目について説明しています。 


付録 


製品仕様、保証と修理に関する説明があります。 
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PARTI まず準備が必要 


付属品の内容を確認しよう 


本製品のノ（ッケージには、以下のものが同梱されています（下記以外に添付紙が同梱されている場 
合があります)。お買い上げ商品についてご確認いただき、万が一不足するものがございましたら、 
お手数ですが、弊社サボートセンターまでご連絡ください。 



□ CG-WLAP54GTSW 本体 



□マグネット (2 個） 



□壁掛けキット 

□アンテナ (2 本） 
□取扱説明書（本書) 
□電波注意ラベル 
□製品保証書 
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無線 LAN について 


本製品は、 IEEE 802.1 lg 、 IEEE 802.11 b 規格に対応したワイヤレス（無線 LAN ) 通信のアク 
セスポイントです。 IEEE 802.1 lg または旧 EE 802.11 b 規格に対応した無線 LAN アダプター 
と組み合わせることで、下図のような無線 LAN 環境と有線 LAN 環境を統合したネットワークを 
構築することができます。 


0 モ) 無線 LAN の通信モードには、「インフラストラクチャーモード （Infrastructure mode )J 
と「アドホックモード （AdHoc mode )」 の2種類がありますが、下図のように本製品 
と組み合わせてネットワークを構築する場合には、「インフラストラクチャーモード」で 
ネットワークを構築します。 

注意/1本製品は、アドホックモードでのネットワーク構築にはお使いになれません。 


■アクセスポイントを使ったネットワーク構築例 



■相互接続性 

•本製品は、 EEE 802.11 g 、 EEE 802.1 lb という無線 LAN の規格に対応しており、同じ 
規格に対応した他の無線 LAN 機器と相互に通信が可能です。 EEE 802.11 a 規格の無線 
LAN 機器とは相互接続できません。 

•本製品は、各社の無線 LAN 機器との間で相互接続性を確保していますが、個別製品の接続 
可否については、お使いの機器の製造•販売元にお問い合わせください。また、コレガのホー 
厶ページでは、本製品との接続が確認された動作検証表を随時公開していますので、あわせ 
てご覧ください。 


C 5^) _部機能が制限されたり、接続できない場合があります。 


























■無線 LAN のセキュリティー対策について 

無線 LAN では電波を使って通信を行うため、電波が届く範囲であれば、通信内容を傍受されたり、 
不正侵入されたりする恐れがあります。このようなことがないように、次のようなセキュリティー 
対策を行うことをおすすめします。設定方法など詳しくは、 「 PART 2 アクセスポイントの設定をす 
る」「本製品の設定をしよう」 （ P . 22)、または 「 PART 4 設定ユーティリティーを見てみよう 」 「Web 
ブラウザーでの設定項目について」 （ P .41) をご覧ください。 

• 通信相手を識別、 P 艮定する 

ESS 旧の設定を変更する 
フィルタリング設定をする 
• 通信内容を暗号化する 

WEP (暗号キ ー） を設定する 
WPA (高度な暗号キー)を設定する 

〇)本製品の工場出荷時の設定は、右表のとおり 
です。 


項目 

出荷時設定 

ESSID 

corega 

フィルタリング設定 

なし 

暗号化 

OFF 


製品の特長をとらえよう 


本製品には、次のような機能があります。 

• EEE 802 .1 lg 規格を使った、 54 Mbps 対応の高速無線 LAN 

IEEE 802. 11 g は、現在普及の11 Mbps の IEEE 802.1 lb 規格と同じ 2.4 GHz 帯の周波 
数を使用し、最大 54 Mbps の通信が可能な高速無線方式です。 

• IEEE 802.1 lb 互換 

IEEE 802.1 lg 対応の製品は、 IEEE 802.11 b との高い互換性を維持しているので、 
IEEE 802.1 lb 対応の機器とも接続可能。 

• 64/128 bit WEP . WPA 、 802 .lx に文'1応 

WEP 、 WPA - PSK 、 802 . lx に対応しており、セキュリティーも安心。 

• 設定ユーティリティー添付 

内蔵の設定ユーティリティーを使って簡単に設定可能。 

• 無線アンテナ搭載により受信感度がアップ 

• WDS 対応 

本製品はアクセスポイント同士の通信 ( WDS ) に対応しています。 
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各部の名称と機能を覚えよう 

■本体上面/前面 



① Power LED (緑） ③ WLAN LED (緑） 

本製品の電源が入っているときに、緑色に点灯本製品が無線通信をしているときに、緑色に点灯 
します。 します。 


② LAN LED (緑/橙） 

本体背面の LAN ポートの状態が表示されます。 
点灯（緑）：100 Mbps で接続先の機器とリ 
ンクが確立されている状態です。 
点灯（橙）： 10 Mbps で接続先の機器とリン 
クが確立されている状態です。 
点滅：接続先の機器とデータ通信中です。 
消灯：接続先の機器とリンクが確立されてい 
ない状態です。 


























































■本体背面 



① 




① アンテナ 

電波の送受信部です。無線接続する場合は、立 
ててください。 

※工場出荷時は、アンテナが取り外されていま 
す。上図の箇所にアンテナを取り付けてご使 
用ください。 

② DC ジャック 

付属の専用 AC アダプターを接続するためのコ 
ネクターです。 

③ LAN ポート 

ルーターや八ブを接続するためのポートです。 
Auto MDI / MDI - X 機能を搭載していますので 
ケーブルの属性を選びません。 

また、1 OOMbps /1 OMbps の切り替えは、 
才_トネゴシエーション機能によって自動的に 
行われます。 


④ Init スイッチ 

本製品の設定内容を工場出荷時の状態に戻す場合に 
使用します。操作方法については、「本製品を工場出 
荷時の状態に戻したい」 （ P .38) をご覧ください。 
Init スイッチを使用して工場出荷時の状態に戻すと 
設定内容が失われますので操作方法をよくお読み 
になって使用してください。 


12 













































■本体底面 



① 壁掛け用穴 

付属の壁掛けキットを使って、本製品を壁に掛 
けて使うときに使用します。 

② 警告ラベル 

本製品を安全にご使用いただくための重要な情 
報が記載されておりますので、必ずお読みくだ 
さい。 

③ MAC アドレスラベル 

本製品の MAC アドレスが記載されています。 


④ フ ァーム ウェアラベル 

本製品をご購入時のファームウェアノ（ージョンが 
記載されています。 

⑤ シリアル番号シール 

本製品のシリアル番号とリビジョンが記載されて 
います。シリアル番号とリビジョンは、ユーザー 
サボートへの問い合わせの際に必要となります。 

⑥ マグネット取り付け位置 

付属のマグネットを使って、本製品をデスク側面 
などに取り付けることができます。 


上の図で上 F JJ は次の内容を意味しています。 


使用周波数帯域 

2.4 GHz 帯 

伝送方式 

DS - SS 方式/ OFDM 方式 

想定干渉距離 

40 m 以下 

周波数変更の可否 

全帯域を使用し、かつ「構内 
局」あるいは「特小局」帯域を 
回避可能 
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PART2 アクセスポイントの設定をする 


設定用パソコンを準備しよう 


本製品の設定は、本製品とノ（ソコンを直接 LAN ケーブルで接続して行います。無線 U \ N を使って本製 
品と接続する機器のうち、1台のノ VV コンを本製品の設定用ノ（ソコンとして準備してください。 

■設定用パソコンの構成 

本製品の設定を行ろためには、次の条件を満たすノ（ソコンが必要です。 

_ IEEE 802.1 lg または旧 EE 802.11 b に準拠した無線 LAN アダプターが装備されている 
• TCP / IP が組み込まれている 

- Microsoft Internet Explorer 5.5 以降がインストールされている 

(3) 無線 LAN アダプターの取り付け方法や設定方法についての詳細は、無線 LAN アダプター 
に付属の取扱説明書をご覧ください。 


■設定用バソコンの TCP / IP の設定を確認する 

本製品の設定を行うときは、以下の操作を行い、 TCP / IP の設定を確認してください。 

IP アドレス ：192.168 .1.1 〜192.168 .1.254 の範囲の IP アドレス 

(ただし、192.168 .1.230 を除く） 

サブネットマスク： 255.255 .255.0 


C 3> •パソコンの IP アドレスの調べ方がわからない場合は、 「 PART 3 トラブルや疑問があっ 
たら」「パソコンのネットワーク設定を調べたい/更新したい」 （ P .33) をご覧ください。 

• TCP / IP の組み込み方法や、設定方法については、無線 LAN アダプタ_に付属の取扱説 
明書、または各 0 S の説明書をご覧ください。 

注意/1 •パソコンの設定を行う前に、現在のネットワーク設定をメモしておいてください。 

-すでに「192. 168.1. XXX 」以外のネットワークが構築されている場合、本製品の設定 
を行うためには、本製品と設定用パソコンで「192. 168.1. XXX 」の IP アドレスを持つ 
最小限のネットワークを構築する必要があります。設定用パソコンの IP アドレスを上記 
のように変更してください。なお、本製品の設定を行わないパソコンについては、 IP ア 
ドレスを変更する必要はありません（本製品の IP アドレスと既存のネットワークとが異 
なっていても、無線 LAN への接続は可能です）。 

-本製品の工場出荷時の IP アドレスは、192.168 .1.230 です。これと同じ IP アドレス 
を持つ機器が存在する場合は、本製品の設定が完了するまで該当する機器の電源を切っ 
ておくか、 LAN から切り離しておいてください。 

-本書では、設定用パソコンの IP アドレスを以下に設定したものとして説明しています。 
設定の際には実際の値に読み替えてください。 

IP アドレス ：192.168 .1.3 


サブネットマスク： 255.255 .255.0 


14 






• Windows XP / 2000の場合 


1 「スタート」一「コント□—ルパネル」を選択し、「ネットワークとインターネット接続」をクリッ 
クし、ネットワーク接続をクリックします。 (2000 の場合は「スタ _ 卜」 _ 「設定」 _ 「ネットワ _ 
クとダイヤルアップ接続」をクリック。） 

2 「□—カルエリア接続」を右クリックして、プ□ノ V° テイを選択します。 


3 「インターネットプロトコル ( TCP / IP ) を選択し、[プ□パティ]ボタンをクリックします。 


4 


以下のように入力します。 



(DIP アドレス欄に 
「192.168.1.1〜 

1 92.1 68.1 .254」 
までの数値を入力 
(ただし1 92.1 68.1 .230 
は除く） 


< D サブネットマスク欄に 
「255.255.255.0」 
を入力 



6 [〇 K ] ボタンをクリックします。 

7 「□—カルエリア接続のプ□ノ（ティ」画面で[閉じる]ボタンをクリックします。 

8 ネットワーク接続画面を閉じます。 
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參 Windows Me /98 SE の場合 

1 「スタート」一「設定」一「コント□—ルノ（ネル」をクリックします。 

(3) - Windows Me の場合、よく使うコント□—ルパネルのオプションだけが表示されている 

ときは、「すべてのコント□—ルパネルのオプションを表示する」をクリックすると、 
「ネットワーク」アイコンが表示されます。 

2 「コント□—ルパネル」にある「ネットワーク」アイコンをダブルクリックします。 

3 「ネットワークの設定」タブ内で「現在のネットワークコンポーネント」の欄にある 「 TCP/IP 
一 > xxxx (使用するネットワークアダプター名)」を選択し、[プ□パティ]ボタンをクリック 
します。 


4 以下のように入力します。 


<D IP アドレス欄に 
「1 92.1 68.1.1 〜 

1 92.1 68.1 .254」 
までの数値を入力 
(ただし1 92.1 68.1 .230 
は除く） 


②サブネットマスク欄に 
「255.255.255.0」 
を入力 

5 [〇 K ] ボタンをクリックします。 

6 「ネットワーク」画面の [0 K ] ボタンをクリックします。 


tcp/ip® ブ tm テ < 


パインド|詳細設定1 NetBIOS 1 DNS 設定|ゲ'■トウェイ1 WINS 設定 IP アドレス| 

IP アドレスは DHCP サー パーによって自射]的(ここのコンピュータに fj り当てら 
れます。ネットワークが自勒的に IP アドレスを fJO 当てない塌合は、ネットワ 
ーク管理者がアドレスを割り当てます。この埸 I はアドレスを入力してくださ 
い。 


r ip アドレスを自動)的に取得 ( q ) 

-<7 ip アドレスを指定迄） 

ip アドレス < P : [192.168. 1 . 

サブネットマスク ( U ): || 255 • 255 ■ 255 • 


キゃンセル 
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本製品を接続して起動しよう 


■本製品を設置する場所について 


本書冒頭の「安全にお使いいただくために」をお読みになり、使用時の注意についてご確認ください。 


•設置に適した場所 

• 水平で落下の恐れがない場所（机の上など) 
• 風通しのよい涼しい場所 

參設置に適さない場所 

• 直射日光が当たる場所 
• 暖房器具の近くなど 
• 高温多湿でホコリの多い場所 
• パソコンやモデムなど、発熱する機器の上 



■本製品を机などの上に置いて使用する 

付属の「ゴム足」を、本製品底面の角にある“〇"に張り付けてください。 

■本製品を垂直に設置する 

本製品は付属の「壁掛けキット」および「マグネット」を利用して、壁や 0 A デスクの側面など、垂 
直な面に取り付けることができます。 

參壁掛けキットを使用する場合 

注意/ 1 • LAN ケーブルと専用 AC アダプタ_のコネクターが本製品に無理なく接続できる位置に 

取り付けてください。 

-使用中に本製品の LE □の状態が確認できる位置に取り付けてください。 


1 本体底面にある2つの壁掛け用穴の間隔で、付属の壁掛けキットのネジ (2 本)を壁などに取り付 
けます。 

•石膏ボード、ベニヤなど中空になっている壁で、ネジが取り付けづらい場合は、付属の 
壁掛けキットの「プラスチックアンカー (2 本)」を併用します。ネジを取り付ける位置 
に、きりやドリルなどで穴 * を開けておき、プラスチックアンカーをかなづちで軽く叩い 
て壁に埋め込みます。 

※穴はプラスチックアンカーがやっと入る程度の大きさにしてください。穴が大きすぎる 
と、がたつきの原因になり、製品が落ちるなどして破損の原因になる恐れがあります。 

2 ネジ頭が約 5 mm 残るようにして、付属のネジを壁(またはプラスチックアンカー)に取り付け 
ます。 

3 本体底面の壁掛けよう穴に取り付けたネジ頭を押し込み、図のように下にスライドさせて、 
しっかり固定させてください。 
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參マグネットを使用する場合 

1 マグネットの取り付け位置のツメと、マグネットのツメとの方向を合わせます。 

2 マグネットをツメの反対側から本体に差し込み、ツメ側を強く本製品に押し付けます。 



■本製品の電源について 

參本製品の電源の取りかた 

•本製品の電源は、たこ足配線などを避け、他の機器と別系統で取るようにしてください。 

• 必ず付属の専用 AC アダプターを使用し、 AC 100 V の電源コンセントに接続してください。それ 
以外の AC アダプターやコンセントを使用すると、発熱による発火や感電の恐れがあります。 

參本製品の電源の入れかた/切りかた 

本製品背面の DC ジャックに AC アダプタ_の DC プラグを接続し、 AC プラグを電源コンセントに差 
し込むと電源が入ります。 AC アダプターの AC プラグを電源コンセントから抜くと電源が切れます。 

注意/1 • 本製品には電源スイッチがありません。 AC プラグを電源コンセントに接続した時点で、 

電源が入りますのでご注意ください。 

• AC アダプターの AC プラグを電源コンセントに差し込んだまま本製品から DC プラグを 
抜かないでください。感電事故を弓 I き起こす恐れがあります。 

• AC アダプターの コー ドの上に、重いものを載せないでください。 コー ドに傷がつくなど 
して、発火や感電の恐れがあります。 
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■本製品にルーターや八ブなどを接続する 


(3) 企業内で使用する場合は、本製品との間にル_夕_やスイッチなどを挟んでいない個所に、 
設定用パソコンを接続してください。一般のご家庭など、ルーターが存在しないか、もし 
くはインターネット接続のためのルーターだけが存在する環境では、考慮する必要はあり 
ません。 


2 

3 

4 


本製品、ルーター、八ブ、パソコンなどネットワーク接続する機器の電源をすべて切るか、電源 
コンセントから抜いてください。 

本製品背面の LAN ポートに付属の LAN ケーブルを接続します。(❶） 


ルーター、八ブの LAN ポートに LAN ケーブルのもう一方を接続します。(❷) 


ルーター、ノ くブの電源を入れます。 



5 本製品背面の DC ジャックに専用 AC アダプターを接続します。(❸） 

6 本製品の AC アダプターをコンセントに接続します。(❹） 

本製品の電源が入り、本製品上面の Power LED、LAN LED、WLAN LED が点灯します。 
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■バソコンと本製品を無線で接続する 

ノ':ソコンの電源を入れて、ノ':ソコンに取り付けた無線 LAN アダプターの設定を以下のように変更 
し、本製品とのワイヤレス接続を開始します。なお、設定方法は、お使いの 0 S のパージョンや無 
線 LAN アダプターによって異なります。 


項目名 

設定値 

説明 

通信モード 

インフラストラクチャ- 
(InTrastructurej 

モ-ド 

無線 LAN には、通信モードが2つあります。本製品 
で無線 LAN に接続するときには、「インフラストラク 
チヤー （ Infrastructure )」 モードにします。 

ESSID 

corega 

無線 LAN に接続する機器を識別する名前です。 

「 SS 旧」と呼ばれることもあります。 

チヤンネル 

6 

使用する電波の周波数（無線チャンネル）です。 

暗号化 

OFF 

通信データを暗号化するための暗号キーです。 


參無線 LAN の設定のしかた （Windows XP の場合） 

Windows XP では、多くの場合、本製品からの電波が受信できるようになった時点で自動的に 
ESSI □が検索され、必要な設定が行われるので、「ワイヤレスネットワークへの接続」画面で 
「 corega 」 を選択して「接続」をクリックするだけで、本製品と接続できます。ただし、お使いに 
なる無線 LAN アダプターによっては、設定用ソフトウェアなどによる設定が必要な場合もありま 
す。詳しくは、無線 LAN アダプターの取扱説明書をご覧ください。 
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•無線 LAN の設定のしかた （Windows XP / 2000 / Me /98 SE の場合) 


下画面は、コレガ製無線 LAN アダプター 「 WLCB -54 GL 」 での設定画面の例です。 

お使いの無線 LAN アダプターによって、設定方法は異なります。無線 LAN アダプターの取扱説明 
書をご覧になり、設定してください。 




Windows XP では、 0 S の標準機能を使用する場合と、無線 LAN アダプターのユーティ 
リティーを使用する場合の2つの方法があります。ご使用の無線 LAN アダプタ_の取扱説 
明書をご確認ください。 



( DESSD 欄に 「 corega 」 と入 
J 力します。 


■②クリックします。 


■③クリックして接続を開始しま 
す0 
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本製品の設定をしよう 


本製品と設定用パソコンを無線で接続した後は、下記の手順で設定ユーティリティーを起動してく 

ださい。正しく接続できている場合は、設定ユーティリティーが表示されます。 

本製品の設定は Web ブラウザーで行います。 Web ブラウザーには Internet Explorer 5.5 以降をご 

利用ください。これ以外の Web ブラウザ_では、正常に設定が行えない可能性があります。 

■設定ユーティリティーを開く 

注意/1 • 設定用パソコンでウイルス駆除ソフト、ファイアーウオールソフトなどのセキュリティー 

ソフトが稼働していると、本製品の設定に失敗することがあります。一時的にセキュリ 
ティーソフトを停止させて本製品の設定を行い、設定作業が終了してから再度稼働させ 
てください。セキュリティーソフトの停止、稼働の方法は、セキュリティーソフトの取 
扱説明書をご覧ください。 

- Web ブラウザーでの設定時には、設定ユーティリティーを素早く切り替えないでくださ 
し)。 素早いクリックによる ページの 切り替えは、誤動作の原因となります。十分な時間 
間隔を置いてマウスをクリックし、設定操作を行ってください。 

万が一、本製品にアクセスできなくなった場合は、 「 PART 3 トラブルや疑問があったら」 
「本製品の設定ユーティリティー画面が表示されない」 （ P .30) をご覧ください。 

1 本製品に接続したパソコンで 、 Internet Explorer を起動します。 

2 アドレス入力欄に「1 92.1 68.1 .230」と入力し、キーボードの 「 Enter 」 キーを押します。 


尸ドレス迫） 192.168 .1.230 

-入力します0 


v g ] 移動) 


3 下画面が表示されたら、ユーザー名 「 root 」、 パスワード 「 corega 」 を入力します。 



■① 「 root 」 と入力します。 

■② 「 corega 」 と入力します。 
※パスワードは「*」で表示さ 
れます。 


注意/1 設定用パソコンに TCP / IP が固定されていないと、上の画面は表示されません。「設定用 

ノ（ソコンの TCP / IP の設定を確認する」 ( P .14) を確認して、本ページの作業を行ってく 
ださい。 
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3 設定ユー 丁 イリ丁イーが起動します0 



注意/ 1 Web ブラウザーに、「オフライン」「プ□キシサーバー」などの設定を行ってし)る場合、本製 
品の設定ユーティリティーが表示されないことがあります。その場合は、 「 PART 3 トラブル 
や疑問があったら」「本製品の設定ユーティリティー画面が表示されない」 （ P . 30) をご覧く 
ださい。 



參うまく接続できない場合は 

ここまでの設定でうまく接続ができない場合は、次の点を確認してください。 

• TCP / IP は正しく設定されているか？ 

• ESSI □や通信モードは正しく設定されているか？ 

• 本製品と、通信相手となるパソコンは、通信可能な距離に設置されているか？ 

詳しくは、 「 STEP 3 トラブルや疑問があったら」 （ P .29) をご覧ください。また、お使いの無線 
LAN アダプタ_の取扱説明書もご覧ください。 
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■セキュリティーの設定をする 

設定ユーティリティーが表示された場合は、設定用パソコンと本製品が無線で正しく接続されてい 
ます。このまま本製品の設定を変更しなくてもお使いになれますが、無線 LAN での安全なネット 
ワーク構築のためにもセキュリティー設定を行う ことを おすすめします。 

ここでは、 WEP 、 WPA - PSK 、 ESSI □の設定方法について説明します。 

注意/1 セキュリティーの設定を行ったさいは、無線 LAN に接続するすべてのノ ':ソコン(無線 LAN ア 
ダプタ ー) にも設定する必要があります。 

• 通信内容を暗号化する WEP (Wired Equivalent Privacy) 

通信内容を暗号化すると、仮に通信データを傍受された場合でも、通信内容の復元を容易に行うこ 
とができなくなります。この WEP 機能を有効にして通信データを暗号化することをお勧めします。 
ただし、通信相手側機器も WEP 機能を持っていないと使えません。 

本製品は、 「64 bit 」 と ri 28 bitj の2種類の WEP に対応しています。 「128 bit 」 の方がより安 
全です。また、定期的に暗号キーを変更することで、より安全性が高まります。 

•「64 bit 」 :16進数 (0 〜9、 a 〜わで10桁の暗号キーを利用可能 

• n 28 bitJ :16進数 (0 〜9、 a 〜 f ) で26桁の暗号キーを利用可能 

CS) • ri28bitj を使用する場合は、メモリーの消費量が増加するため、無線ネットワークの 
パフォーマンスに多少影響があります。 

-アクセスポイントを使って通信を行うときは、アクセスポイント側にも WEP 暗号化の設 
定が必要になります。設定方法は、アクセスポイントの取扱説明書をご覧ください。 

-本製品に WEP を設定した場合、本製品に無線接続するすべてのパソコン（ネットワーク 
アダプタ）に同じ暗号キーを使用する必要があります。 

WEP の設定をしたい場合は、「本製品のユーティリティーを使用して WEP を設定する」（次ページ) 
をご覧ください。 

• 通信内容を高度な暗号化する WPA (Wi-Fi Protected Access) 

通信内容を設定した暗号キーを使って暗号化します。一定時間ごとに暗号キーが変わるので、通信 
データを傍受されにくくなり、 WEP より高度なセキュリティ_設定ができます。 

設定方法については、 （ P .26) をご覧ください。 

( J ^) ご使用の通信相手機器にも WPA が対応している必要があります。 


• 通信相手を識別するための ESSID (Extended Service Set IDentifier) 

無線 LAN に接続する機器を識別する名前です。 SSD と呼ばれることもあります。同じ ESSI □を 
持つ無線 LAN 機器同士でしか通信できないため、第三者から想像されにくい ESSID を設定するこ 
とにより、外部から不正侵入される危険が減少します。また、 ESSID を設定していないと無線 LAN 
でネットワーク接続することができません。本製品の工場出荷時は 「 corega 」 に設定されています。 

ESSID 以外のセキュリティー設定も行ってください。詳しくは 「 WEP の設定」(次ページ) 
および、 「 WPA - PSK の設定」 ( P .26) をご覧ください。 
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拳 WEP の設定 


1 「設定ユーティリティーを開く」 (P.22) の手順で、ユーティリティー画面を表示させます。 

2 「詳細設定」-「セキュリティー設定」画面の「セキュリティー方式」で 「WEP」 を選択します。下 
画面が表示されます。 

3 暗号強度を 「64bit」 または「1 28bit」 を選択します。 


暗号強度は、より解読されにくい ri28bitj をおすすめします。 

4 「キー文字列」に半角英数文字 〈A 〜 Z、a 〜 z、 〇〜9、!"#$%&' ()* + ,- ./ :;< = >?@[¥]八 

_{；}■ >を入力し、[キー生成]ボタンをクリックします。キ ー 1〜4に暗号キーが生成されます。 

(3) キー文字列は1〜32文字まで入力できます。 



暗号キーは、キ_1〜4に直接入力することもできます。詳しくは 「WEP 画面」 (P.46) の 
説明をご覧ください。 


5 使用するキーナンバーのラジオボタンをクリックします。 


セキュリティ設定 


暗号化 (WEP> 


セキュ IJ ティ-方式 

[WEP 


顋正方式 

AUTO 

4 

B 音号強度 

164 Bit 



WEP キー 


キー文宇列 fcorega IIキー生成I 

|^* ********* 

********** 

土 一 q ********** 

^^4' 〇 j ********** 

n$M][ キャンセル ] 


^ ① 「 wep 」 を選択し 

よ9 〇 

②暗号強度を選択し 

よ9 〇 

—③入力します。 

胃し④③の入力が完了した 
らクリックします。 
" L ⑤暗号キーが生成され 
ます。 

—⑧キー番号1〜4から選 
択します。 


設定した暗号キーは、無線 LAN に接続するすべてのパソコン（無線 LAN アダプター）にも設定す 
る必要があります。設定した内容を忘れないよろに、下の記入欄に使用するキー番号、暗号キーを 
正確にメモしておくことをおすすめします。 


WEP キー 


キー文字列 ： corega I キー生成] 


| キー 1:©||95CB77F896 卜 - 

+-2:0 

4-3:0 

ヰ - 4:0 

4AB939FED3 


186EAE159A 

51 0A36DBDE 


1 適用 1 丨キャンセル 




メモします。 

例：キー番号 1 を使用す 
る場合 


パソコン ( 無線 LAN アダプター)設定用 


使用するキー番号 

生成された(または直接入力した) WEP キーの文字列 

例：キ ー 1 

例： 95C 巳 77F896 




6 設定が完了したら、[適用]ボタンをクリックします。 
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春 WPA-PSK の設定 


1 「設定ユーティリティーを開く」 (P.22) の手順で、ユーティリティー画面を表示させます。 

2 「詳細設定」-「セキュリティー設定」画面の「セキュリティー方式」で 「WPA」 を選択します。下 
画面が表示されます。 

3 「WPA-PSK (共有キー)を使用します」のラジオボタンにチェックを入れます。 

4 「共有キー」に半角英数文字 < a 〜 z 、 〇〜9、!"#$%&' ()* + ,- ./ :;< = >?@[¥] A_j; 
r> を入力し、[キー生成]ボタンをクリックします。キ _i 〜4に暗号キーが生成されます。 

5 RADIUS サーバーを使用している環境の場合、必要に応じて設定を行います。詳細は「詳細設 
定」「セキュリティー設定」の「 WP A 画面」 (P.48) をご覧ください。 


WPA 


セキュリティー方式 


〇 WPA で PSK (共有キー)を使用します 


共有キー 



® RAWUS サーバー 

| RADIUS サーバー 設定 1 

口切断された子機の更新 

■ 


グルーブキー設定： 



0 再キー配布無し 



〇再キー配布時間60 

] 分 


〇再キー配布時間10 

] x 1000バケット 



| 承 15 | | キャンセル | 


I - ① 「 WPA 」 を選択し 
ます。 

一② ラジオポタンをク 
1 リックします。 

し③ 入力します。 

1 -④ 必要に応じて設定し 

よ9 〇 


設定した共有キーは、無線 LAN に接続するすべてのパソコン（無線 LAN アダプター）にも設定す 
る必要があります。設定した内容を忘れないように、下の記入欄に共有キーを正確にメモしておく 
ことをおすすめします。 


共有 キー 


6 設定が完了したら、[承認]ボタンをクリックします。 
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參 ESSID を変更する 


1 「設定ユーティリティーを開く」 （ P .22) の手順で設定ユーティリティーを起動します。 

2 「基本設定」一「アクセスポイント設定」をクリックします。下画面が表示されます。 

3 「 ESSD 」 の入力欄に半角英数文字 〈 a 〜 z 、 〇〜 9> で新しい ESS 旧を入力して、[更新]ボタンを 
クリックします。 

C ® ESSID は、32文字まで入力できます。 


アクセスポイント設定 


ESSID 

1 | corega 2 

| 

ステ)レス AP 

有幼 V 


チヤンネル 

6 / 2.437 GHz 


モード 

混在モ-ド 



送信帯域 


pUJ[ 


キャンセル 


< D 新しい ESSID を入力します。 
例 : core ga 2 


<D [更新]ボタンをクリックし 
ます。 



これで本製品の ESSID が変更されました。 

本製品の設定ユーティリティーを使って、 ESSID を変更します。新たに設定した ESSI □は、無 
線 LAN に接続するすべてのパソコン（無線 LAN アダプター）にも設定する必要があります。設 
定した内容を忘れないように、下の記入欄に新しい ESSI □を正確にメモしておくことをおすすめ 
します。 


新しい ESSID 


注意/1 本製品の ESSID を変更すると、設定に使用したパソコンを含めて、一時的に、無線接続し 
ているすべてのパソコンからネットワークへの接続ができなくなります。ネットワークに 
接続するためには、無線接続しているすべてのパソコン（無線 LAN アダプター）に同じ 
ESSID (例: corega - new ) を設定してください。 

4 本製品と接続するすべてのパソコン(無線 LAN アダプター)の ESSI □を、本製品に設定した 
ESSID に変更します。 

パソコン（無線 LAN アダプター）の ESSID の設定方法については、「本製品を接続して起 
動しよう」「パソコンと本製品を無線で接続する」 （ P .20) や無線 LAN アダプターの取扱 
説明書をご覧ください。 


ESSID を変更した後、ネットワークに接続できることを確認してください。うまく接続できない場 
合は、 ESS 旧の入力を間違えていないか、または正しく設定されているかを確認してください。 
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無線 LAN に接続できたら 


接続および設定が終わったら、目的に応じて進んでください。 

• インターネットなどに接続できるか確認する 

本製品の LAN ポートに接続したルーターや八ブを経由して、インターネットなどに接続でき 
る環境の場合は、無線 LAN に接続しているパソコンからインターネットに接続できるかを確 
認してください。 

本製品とパソコンが正しく無線で接続されているにもかかわらず、うまくインターネットに 
接続できない場合は、本製品に接続している各機器の取扱説明書をご覧ください。 

• 設定用パソコン以外に接続したい機器を接続する 

設定用パソコンとして接続したパソ]ン以外にも、無線 LAN に接続したいパソ]ンなどがあ 
る場合は、「本製品を接続して起動しよう」「パソコンと本製品を無線で接続する」 （P.20) 
や無線 LAN アダプターの取扱説明書をご覧になり、パソコン（無線 LAN アダプター）の設 
定をしてください。本製品の設定は必要ありません。 

• セキュリティーの設定を強化する 

無線 LAN では電波を使って通信を行うため、電波が届く範囲であれば、外部から通信を傍受 
されたり、ネットワークへ不正侵入されたりする恐れがあります。本製品には無線 LAN を安 
心してご利用いただくために、 ESSD のほかにも、 rWEPJ「MAC アドレスフィルタリン 
グ」「パスワード」などのセキュリティー設定ができます。設定の詳細については、 「PART4 
設定ユーティリティーを見てみよう」 「Web ブラウザーでの設定項目について」 （P .41) を 
ご覧ください。 
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PART 3 トラブルや疑問があったら 


本製品を使っていて「困ったな」「うまく動かない…」と思ったとき、疑問があったときは、この 
PART で解決方法を探してください。 

解決のステップ 


① 取扱説明書を確認する。管理者に確認する(次ページ） 

- それでも解決しないときは… 

② この PART の Q&A を確認する(次ページ） 

<トラブルは？> 

本製品の設定ユーティリティーが表示されない (次ページ） 

無線 LAN アダプターを取り付けたパソコンからネットワークに接続できない (P.32) 
パソコンのネットワーク設定を調べたい、更新したい (P.33) 

本製品のパスワードを変更したい (P.35) 

本製品のパスワードを忘れた (P.35) 

最新のファームウエアを入手して更新したい (P.36) 

ファームウエアの更新に失敗した (P.37) 

本製品を再起動したい (P.37) 

本製品を工場出荷時の状態に戻したい (P.38) 

ク それでも解決しないときは… 

③ コレガのホームべージの情報を活用する (P.39) 

<ク それでも解決しないときは… 

④ それでも解決しなければ、サボート窓口に問い合わせてみる (P.39) 
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取扱説明書や契約書を再確認する/管理者に確認する 

本書以外にも無線 LAN アダプターの取扱説明書、パソコンに付属の取扱説明書をお手元にご用意く 
ださい。また、ルーターやモデムなどの他のネットワーク機器の取扱説明書もご用意ください。ネッ 
トワークにつながらない原因は複雑なため、本製品の設定が正しくても、他の設定が間違っていた 
り、外部の装置の問題で正しくつながらないこともあります。なお、企業でお使いの方はネットワー 
クの設定がオフィスによって決められていることがあります。接続できない場合はネットワーク管 
理部門や部内のネットワーク管理者などに確認してください。 

Q&A 

■本製品の設定ユーティリティー画面が表示されない 

參設定用パソコンのネットワーク設定は正しくできていますか？ 

「 PART 2 アクセスポイントの設定をする」「設定用パソコンの TCP / IP の設定を確認する」 ( P .14) 
をご覧になり、パソコンに TCP / IP がインス I ルされているか、 IP アドレスなど TCP / IP の設定 
が正しくできているか、確認してください。 

參パソコンに無線 LAN アダプターのドライノ（一や設定用ソフトウェアが正しくインス I ルされ 
ていますか？ 

無線 LAN アダプターに付属の取扱説明書をご覧になり、ドライバーや設定用ソフトウェアが正し 
くインス!ルされているか、確認してください。 

參本製品の IP アドレスの設定は正しくできていますか？ 

本製品の IP アドレスのネットワークアドレスとサブネットマスクを、設定用パソコンと_致させて 
ください。本製品の IP アドレスの設定方法については、 「 PART 4 設定ユーティリティーを見てみ 
よう」 HP 設定」 ( P .43) をご覧ください。 

參プロキシサーバーを使う設定になっていませんか？ 

Web ブラウザーでプロキシサーバーを使5設定になっていると、本製品の設定ユーティリティー 
が表示されません。次の手順で、 Web ブラウザーでプロキシサーバーを使用しない設定にしてく 
ださい。 

C %) ここでは 、 Internet Explorer 6.0の場合の設定方法を説明しています。 

1 Internet Explorer を起動し、「ツール」一「インターネットオプション」をクリックします。 

2 「インターネットオプション」画面が表示されたら「接続」タブをクリックします。 

3 [ LAN の設定]ボタンをクリックします。 
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4 「口ーカルエリアネットワーク （ LAN ) の設定」画面で「設定を自動的に検出する」「自動構成スク 
リプトを使用する」 「 LAN にプロキシサーバーを使用する」のチェックマークを外します。 


カル I リアネ 9 トワーク (LAN ) の設定 


自動]構成 


0® 


II 驟鏃繳 f ■證用上箱想^^^^ 


口觀:讎臓:驅通 
□自勒橘成スクリプトを使用する⑤ 


アドレス ( S ): 

ブ □キシ サーバー 


□邋溫キ用造用狗_設定は W 讓 


アドレス⑤： 


ポー ト0: 


□ □一カルアドレス(こはブ□キシサ H 卜を使用しない⑧ 


|圓絲 ffl 設定 


E 


0K 


コ [ キャンセル 


-この項目のチェックマークを外 
します。 

-設定が終了したらクリックし 
ます。 


5 [0 K ] ボタンをクリックします。 

6 「インターネットオプション」画面で[〇 K ] ボタンをクリックします。 


參 Web ブラウザーが「オフライン作業」になっていませんか？ 

Web ブラウザーを起動した際に、タイトルバーに「オフライン作業」と表示されている場合は、ネッ 
トワークに対して通信が行われていないため、本製品を正常に設定することができません。 
メニューから「ファイル」一「オフライン作業」を選択し、チェックを外してください。 


about：blank - Microsoft Internet Explorer -[ オフライン作菜 ] 


fcBliBil 編集(£〉表示切 

お気に入り⑻ツ'•ル0?ヘルブ 41) 

新規作成也） 

閉く®… 

編集 ( D > 

Ctrl +0 

► 

i 検索 お気に入りメラ 

上著き保存迄） 

Ctrl+S 



名前を付けて保存(色)... 




ページ設定眼 
印刷 (PL 
印刷プレビュ-⑽.. 

Ctrl+P 



送信® 

インポ-卜およクスポ-卜 ( P ... 




1 _ ~?n/ 行バ_ I 


トオフライン作葉铋 I 


■ mmo ) | 



ここのチェックを外します。 


• どうしても無線で設定できないときは？ 

有線で接続できるパソコンがあれば、パソコンの LAN ポートと本製品の LAN ポートを付属の LAN 
ケーブルで接続して設定してください。 

ノ（ソコンの TCP / IP の設定や Web ブラウザーの設定は、無線で接続する場合と同じです。 

有線で接続できるパソコンがないときは、本製品背面の Init スイッチを使用して、工場出荷時の状 
態に戻してください。詳しくは、この PART の「本製品を工場出荷時の状態に戻したい」 （ P .38) 
をご覧ください。 
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■無線 LAN アダプターを取り付けたパソコンからネットワークに接続できない 

參無線を利用した家電を使用していませんか？ 

2.4 GHz の無線を使用した家電（液晶テレビやオーディオ機器など）は無線 LAN で使用される周波 
数に近いので、無線 LAN に影響を与えることがあります。 

春_波状態は問題ないですか？ 

本製品の使用環境によっては、「通信できない」、「通信速度が遅い」などの問題が発生します。 
下記の表を参考にして使用環境を調査し、環境に問題がある場合には、本製品の設置場所を変更す 
る、障害物を取り除く、無線 LAN 製品間の距離を短くするなどの対策を試してください。 



物質の種類 

使用環境例 

電波を通す物質 

木材、ガラス 

木の仕切り、ドア、木造2階建ての1階と 
2階、ガラス窓、 

電波を通さない物質 

石、レンガ、セメント、コンク 
リ _ 卜、金天 

石の壁、レンガの壁、セメントの床や壁、 
コンクリートの床や壁、鉄の仕切り、ド 
ア、ユニットバス、鉄筋2階建ての1階と 
2階、防火ガラス 


參無線 LAN アダプターと本製品の無線設定はあっていますか？ 

「 PART 2 アクセスポイントの設定をする」「パソコンと本製品を無線で接続する」 （ P .20) や無線 
LAN アダプターの取扱説明書をご覧になり、次の設定を確認、再設定してください。 

.通信モードが 「 Infrastructure 」 になっているか 

• ESSID に本製品と同じ文字列が設定されているか 

• WEP が設定されていないか 

無線 LAN アダプター側に WEP が設定されている場合は、無線 LAN アダプター側の設定を 
解除するか、本製品にも同じ WEP を設定してください。 

• チヤンネルの設定はあっているか 

參パソコンのパワーマネジメント機能、サスベンド機能が動作していませんか？ 

パソコンのパワーマネージメント機能、サスペンド/レジュー厶機能の設定を解除してください。 
設定方法についてはパソコンに付属の取扱説明書をご覧ください。 

參本製品の LAN ポートに接続した機器は正しく動作していますか？ 

本製品上面の LAN LE □や接続先機器の LINK LED が点灯しているか、確認してください。点灯 
していない場合は、本製品の LAN ポ_卜に接続した機器が正しく動作していません。次の点を確認 
してください。 

_接続先の機器（パソコンや八ブ、ルーターなど）の電源が入っているか 

• LAN ケーブルが正しく接続されているか 

• LAN ポ_卜に接続した機器の設定は正しいか 
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■パソコンのネットワーク設定を調べたい、更新したい 

パソコンに設定されている IP アドレスやサブネットマスク、無線 LAN アダプターの MAC アドレ 
スを調べる場合は、次の方法で行ってください。 


< Windows XP /2000 の場合> 

1 [スタート]ボタンー「すべてのプログラム 」 （Windows 2000の場合は「プ□グラム」）一「アク 
セサリ」一「コマンドプ□ンプト」をクリックします。 

2 キーボードから 「ipconfig / all 」 と入力して、 「 Enter 」 キーを押します。 


3 


Microsoft Windows XP [Version 5.1.2600] 
(C) Copyright 1985-2001 Microsoft Corp. 


C：¥Documents and Settings¥corega>ipconfig /all 


※画面例 

rc：¥Documents and Settings ¥ co 「 ega 」 の合 B 分は、 
パソコンの使用環境によって表示が異なります。 

パソコンのネットワーク設定が表示されるので確認します。 


fipconfig[]/allJ と入力しま 


す0 


t 一半角スペース 


を人力します。 



Ethernet adapter ワイヤレスネットワーク接続： 

し onnectI on -spec ific DNo ouf tix . : 

Desc r i pt i on. : rnr^ga Wl HR-Fi4n 

Physical Address. : [XX-XX-XX-XX-XX-XX|- 

Dhcp Enabled. : "TIj 

IP Address. :192.168 .1.11 - 

Subnet Mask . : 255.255 .255.0 — 

Default Gateway . : 192.168.1.1 


192.168.1.11 

255.255 .255.0 
192.168 .1.1 


MAC アドレスが表示されま 
す。 

IP アドレスが表示されます。 

サブネットマスクが表示され 
ます。 


正しく表示されない、もしくは更新したい場合は 

① 「 ipconfig [；；/「 elease 」 と入力して、 「 Enter 」 キーを押します。 

② 「 ipconfig [ン renew 」 と入力して、 「 Enter 」 キーを押します。 

L 半角スペースを入力します。 
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< Windows Me /98 SE の場合 > 

1 [スタート]ボタンー「ファイル名を指定して実行」をクリックします。 

2 「名前」の欄に 「 winipcfg 」 と入力して、[〇 K ] ボタンをクリックします。 

3 パソコンで使用している無線 LAN アダプターを選択します。 

パソコンのネットワーク設定が表示されます。 

(3) ご使用の無線 LAN アダプタ_が表示されない場合は、パソコンや無線 LAN アダプタ_の 
メーカーなどにお問い合わせください。 



ご使用の無線 LAN アダプ 
ターを選択します。 

※実際に表示される名称は、 
ご使用になっている無線 
LAN アダプターの メー 
力一、機種によって異なり 


MAC アドレスが表示されま 
す。 

IP アドレスが表示されます。 
サブネットマスクが表示され 


① ② 


よ9 〇 


正しく表示されない、もしくは更新したい場合は 

① [解放]ボタンをクリックます。 

② [すべて書き換え]ボタンをクリックします。 
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■本製品のパスワードを変更したい 

本製品のパスワードは、次の手順で変更できます。 

1 本製品の設定ユーティリティーを開き、メニューから「システム設定」一「パスワード更新」をク 
U ックします。 



バスワード設定 


旧バスワード 
新バスワード 
新バスワード再入力 
バスワードを初期値に戻す 



O.YES 


®N0 
キャンセル 1 


① 新しく設定するパスワード 
を入力します。(例 : corega 
02 ) 

※入力したパスワードは、画 
面上では「參」で表示され 
ます。 

② 確認のため①で入力したパ 
スワードを再入力します。 


③[適用]ボタンをクリック 
します。 


パスワードには、3〜16文字までの半角英数字、記号 ( A 〜 Z 、 a 〜 z 、 〇〜 9) が使用で 



きます。大文字/小文字が区別されますので注意してください。 


2 他のユーティリティー画面を表示させようとしたときや、次回本製品のユ_ティリティーを開 
くときに、下の画面が表示されたら、ユーザー名と新しく設定したパスワードを入力して、 
[〇 K ] ボタンをクリックします。 



■①新しく設定したノ（スワードを 
入力します。 

■②クリックします。 


入力したパスワードは、画面上では「*」で表示されます。 

■本製品のパスワードを忘れた 

本製品を工場出荷時の状態に戻してください。パスワードがクリアされます。本製品を工場出荷時 
の状態に戻す方法は、この PART の「本製品を工場出荷時の状態に戻したい」 （ P .38) をご覧くだ 
さい。パスワードを設定したい場合は、前項目の「本製品のパスワードを変更したい」（本ページ) 
をご覧になり、再設定してください。 

注意/1 本製品を工場出荷時の状態に戻すと、パスワードだけでなく、今まで設定していた情報が 
すべて消えてしまいます。設定内容のメモを取ってから、工場出荷時に戻すことをおすす 
めします。 
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■最新のファームウェアを入手して更新したい 

本製品の機能強化のため、予告なくファームウェアのパージョンアップを行うことがあります。最 
新のファームウェアは]レガのホー厶ページ ( http :// www . co 「 ega . co . jp /) から入手してくださし' 1 。 

注意/1 • ファームウェアを更新する前に、本製品の設定内容をメモしておいてください。 

•ファームウェアを更新中は、他の操作を行つたり、本製品の電源を切つたりしないでくだ 
さい。ファー厶ウェアの更新に失敗したり、本製品の故障の原因となる場合があります。 

ここでは例として「 C :¥ coregaJ に最新のファームウェア (「 CGWLAP 54 GTSW . xxx 」 という名称) 
を保存した場合で説明します。 

1 本製品の設定ユーティリティーを開き、メニューから「システム設定」一「ファー厶ウェア更新」 
をクリックします。 

2 ファー厶ウェアファイル欄に直接入力するか、[参照]ボタンをクリックして最新のファーム 
ウェアの保存先を選択します。 


.直接入力の場合はここに入力 



回 


——保存先を選択する場合はここを 
ク 1 J ックー 1 



.保存先を指定 


[開く]をクリック 


3 [更新]ボタンをクリックします。 

4 ファームウエアの更新が始まります。 


注意/1 ファームウェアの更新中は、絶対に本製品の電源を切らないでください。 

5 「ファー厶ウェアの更新は正常に終了しました」のメッセージのあと、自動的に「システム情報」 
画面になったら、ファームウェアの更新は終了です。 

6 本製品を再起動させます。再起動の方法は「本製品を再起動したい」(次べージ)をご覧ください。 

7 本製品を再起動した後は、1度 Internet 日乂口「1〇「6「を閉じて、再度本製品の設定ューティリ 
テイーを起動してください。設定ユーティリティーの開きかたは、「設定ユーティリティーを開 
く」 ( P .22) をご覧ください。 


以上でファームウェアの更新は終了です。 
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■ファームウェアの更新に失敗した 

本製品を工場出荷時の状態に戻してから、再度、ファー厶ウェアの更新を行ってください。 

本製品を工場出荷時の状態に戻す方法は、この PART の「本製品を工場出荷時の状態に戻したい」 
(次ページ）をご覧ください。 

注意/1 本製品を工場出荷時の状態に戻すと、パスワードだけでなく、今まで設定していた情報が 
すべて消えてしまいます。設定内容のメモを取ってから、工場出荷時に戻すことをおすす 
めします。 

■本製品を再起動したい 

次の手順で、本製品を再起動することができます。「ファームウェアの更新」「工場出荷時の状態に 
戻す」とは異なりますのでご注意ください。 

1 本製品の設定ユーティリティーを開き、メニューから「システム設定」一「再起動」をクリックし 
ます。 


2 「 YES 」 を選択して [0 K ] ボタンをクリックします。 


再起動 


再起 ‘ [|®|YES I ON0 

キャンセル1 


■「 YES 」 を選択します。 

■[0 K ] ボタンをクリックし 
ます。 


3 「アクセスポイントを再起動します」と表示されたら、[〇 K ] ボタンをクリックします。 



クリックします。 


注意/」本製品の再起動中は、一時的に無線 LAN に接続できなくなります。 


4 本製品を再起動した後は、1度 Internet £乂口「1〇1^「を閉じて、再度本製品の設定ューティリ 

ティーを起動してください。設定ユーティリティーの開きかたは、「設定ユーティリティーを開 
く」 ( P .22) をご覧ください。 
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■本製品を工場出荷時の状態に戻したい 

本製品を工場出荷時の状態に戻すと今まで設定していた情報がすべて消えてしまい、購入したとき 
の設定に戻ります。重要な設定をしている場合は、設定内容を書き残すなど、後で再設定できるよ 
5にしておいてください。 

工場出荷時の状態に戻すには、次の2つの方法があります。違いはありませんので、どちらを使っ 
てもかまいません。 

< Init スイッチを使う> 

1 本製品の電源が入っている状態で、 hit スイッチをゼムクリップなど堅くて先の細いもので20 
秒以上押し続け 、 I n it スイッチを離します。 

2 LAN LED がすべて1度点灯し、消灯したらシステムが起動します。 

以上で本製品が工場出荷状態に戻りました。 

<設定ユーティリティーを使う> 

1 本製品の設定ユーティリティーを開き、メニューから「システム設定」一「工場出荷状態に戻す」 
をクリックします。 

2 「 YES 」 を選択して [0 K ] ボタンをクリックします。 


工場出荷状態に戻す 


ェ塌出荷状態I こ 戻します I ； ©^ESl 〇N0 

|[0K |][ キ V ン セル] 


■「 YES 」 を選択します。 

■[0 K ] ボタンをクリックし 
ます。 


3 「アクセスポイントの再起動後、工場出荷状態に戻ります」と表示されたら、 [0 K ] ボタンをク 
U ックします。 



クリックします。 


注意/1 本製品の再起動中は、一時的に無線 LAN に接続できなくなります。 


4 本製品を再起動した後は、1度 Internet 日乂口「1〇阳「を閉じて、再度本製品の設定ューティリ 

ティーを起動してください。設定ユーティリティーの開きかたは、「設定ユーティリティーを開 
く」 ( P .22) をご覧ください。 


工場出荷時の設定 


ユーザー 名 

root 

パスワード 

corega 

IP アドレス 

192.168 .1.230 

サブネットマスク 

255.255 .255.0 
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コレガのホームページの情報を活用する 


コレガのホー厶ぺージでは、お客様からのよくあるお問い合わせ情報やネットワークの一般知識を 
分かりやすく解説しているページを公開中です。困っていることを解決するヒントになります。 


それでも解決しなければ、サボート窓口に問い合わせてみる 

弊社サボートセンターへのお問い合わせ方法は、裏表紙の「製品に関するご質問は…」をご覧くだ 
さい。 
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PART 4 設定ユーテイリティーを見てみよう 


本製品には、設定ユーティリティーが内蔵されています。設定ユーティリティーでセキュリティー 
など、本製品の詳細な設定が行えます。 

Web ブラウザーで設定しよう 

■設定ユーティリティーを開く 

本製品の設定ユーティリティーは 、 Internet Explorer などの Web ブラウザーから起動します。詳 
しくは、 「 PART 2 アクセスポイントの設定をする」「設定ユーティリティーを開く」 （ P .22) をご 
覧ください。 

參本製品の設定ユーテイリティー 


■①このメニューから設定した 
い項目をクリックします。 



②①で選択した項目の見出し 
が表示されます。 
設定したい項目をクリック 
します。 


注意/ 1 • 設定ユーティリティーの各設定画面を切り替えるときは、十分な時間間隔をおいてクリッ 

クしてください。短い間隔で設定画面を切り替えようとすると、誤動作の原因となります。 
•設定画面が切り替わらないなど、設定途中で本製品にアクセスできなくなった場合は、背 
面の In it スイッチを押して、工場出荷時に戻して設定しなおしてください。詳しくは 
「 PART 3 トラブルや疑問があったら」「本製品を工場出荷時の状態に戻したい」 （ P .38) 
をご覧ください。工場出荷時に戻すと' 今までの設定がすべて消えてしまいます。 設定の 
メモを取ってから、工場出荷時に戻すことをおすすめします。 

參設定ユーティリティーを終了する 

本製品の設定終了後、 Web ブラウザ_を終了、または「システム設定」一「□グアウト」をクリッ 
クすると、設定ユーティリティーを終了できます。 
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Web ブラウザーでの設定項目について 


<メニュー名> 


<おもな機能> 


基本設定 


詳細設定 


システム 

E 几中 

S 又疋 


統計 


IP 設定 

本製品の IP アドレスやサブネットマスクの設定を行いま 
-す。 ( P .43) 

アクセスボイ 
ント設定 

アクセスポイントの設定を行います。 （ P .44) 

セキュリティ 

設定 

セキュリティの設定を行います。 （ P .45) 

アクセス制限 

アクセスを行うパソコンを制限することができます。 
( P .50) 

WDS リンク 

複数のアクセスポイントをリンクします。 （ P .51) 

無線設定 

無線の設定を行います。 （ P .52) 


パスワード 
更新 

パスワードの変更を行います。 （ P .53) 

ファー厶ウエ 
ア更新 

ファームウエアをダウン□—ドしたときに更新します。 
( P .53) 

工場出荷状態 
に戻す 

本製品を工場出荷時の状態に戻す(初期化)ことができます。 
( P .53) 

システム情報 

本製品の現在の設定等の情報を表示します。 （ P .53) 

接続端末 
リスト 

本製品に接続されているパソコンのリストを表示します。 
( P .54) 

再起動 

本製品の設定を変えた際などに行う再起動をします。 
( P .54) 

□グァウト 

Web ブラウザーを終了します。 （ P .54) 

現在の有線接続および無線接続のパケツトとデータ量の送受信量を表示し 
ます。 ( P .55) 


(3) 以降の説明では、表の入力例を使用した場合の画面例を掲載しています。実際にはご使用 
の環境に合った値を入力してください。 
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■ TOP ベージ(システム情報画面） 

設定ユーティリティー起動時に表示される画面です。 ESSI □や IP アドレスなど、本製品の現在の 
設定値が確認できます。(他の画面を表示させているときに、下画面を表示させたいときは、「システ 
ム設定」一「システム情報」をクリックします。） 


1 システム 情報 ■ 

~ ①② 



fo) ④ 


- 

_ fA) 

卄 一? 士、、ふ フ 乃 ORR ORR ORR D 

し / 

ゲ ー k うすノ nnnn 

_ ^ 

ni ca hu 



W 


_ 

^ (rf) 

哈马卞デ ハ FF 

(ID ⑧ 




仙 


項目名 

説明 

①アクセスポイント名 

本製品に設定した名前が表示されます。 

② MAC ァドレス 

本製品の MAC アドレスが表示されます。 

③ファームウエア 
パージヨン 

本製品の現在のファー厶ウェアのノ（ージョンが表示されます。 

④ IP アドレス 

本製品に設定されている IP アドレスが表示されます。 「 IP 設定」画 
面で設定します(次ページ)。 

⑤サブネットマスク 

本製品に設定されているサブネットマスクが表示されます。 「 IP 設 
定」画面で設定します(次ページ)。 

⑥ゲートゥェィ 

本製品に設定されているゲートウェイが表示されます。 「 IP 設定」 
画面で設定します(次ページ)。 

⑦ DHCP クライアント 

□ HCP クフイアントの設定状態が表爪されます。 「 IP 設定」画面で 
設定します(次ページ)。 

⑧ ESSID 

本製品に設定されている ESSID が表示されます。 ESSID は「アク 
セスポイント設定」画面で設定します （ P .44)。 

⑨チヤンネル 

本製品の現在のチャンネ)レが表示されます。チャンネ)レは「アクセ 
スポイント設定」画面で設定します ( P .44)。 

⑱暗号方式 

本製品の暗号化 ( WEP ) が有効になっているかどろかが表示され 
ます。 WEP は「セキュリティ設定」画面で設定します ( P .45)。 

⑪アクセス制限 

本製品にアクセスする無線アダプター制限の状態を表示します。 
「アクセス制限」画面で設定します （ P .50)。 
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■基本設定 

• IP 設定 

1 メニューから「基本設定」一「 I P 設定」をクリックします。 


アクセスポイント名 
IP アドレス 

DHCP クライアント 
IP アドレス 
サプネットマスク 
ゲートウェイ 


ICG - WLAP 54 GTSW ] 

〇有効 0無効 ■ 
1192.1681.230 ] 

1255.255 .255.0 | 

0 . 0 . 0.0 ■ 


學 


〔キャンセル 


■① 


■② 


③ 


■④ 




.設定が終了したらクリッ 
クします。 


3 上記項目の設定後、[適用]ボタンをクリックします。 

4 「保存完了」画面が表示されたら、「システム設定」一「再起動」から本製品を再起動します。 


項目名 

工場出荷時 

説明 

①アクセスポイント名 

CG - WLAP 54 GTSW 

本製品に設定した名前が入力できます。入力 
可能文字数は、半角英数字 ( A 〜 Z 、 a 〜 z 、 〇〜 
9) を1〜12文字、記号は「-」のみです。 

② DHCP クライアント 

無効 

本製品の DHCP クライアント機能の状態を 
選択します。 

有効…自動的に必要な情報が DHCP サー 
パーから取得できます。 

無効…必要な情報は固定で設定されます。 

③ IP アドレス 

192.168 .1.230 

本製品の IP アドレスを設定できます。ここを 
変更した場合は、本製品ユーティリティー画 
面に入る場合、変更後の数値になります。 

④サブネットマスク 

255.255 .255.0 

本製品の LAN インターフェ_スのサブネッ 
トマスクを入力します。サブネットマスクの 
値は「〇〜255」までの数字と「.」（ドット)で 
入力します。 

⑤ゲートウェィ 

0.0.0.0 

本製品のゲートウェイアドレスを入力しま 
す。 
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參アクセスポイント設定 

1 メニューから「基本設定」一「アクセスポイント設定」をクリックします。 


アクセスポイント設定 


ESSID 

corega 

ステルス AP 


チヤンネル 

6 / 2.437 GHz 

モイ 

混在モード 

送信帯域 

AUTO v ■ 



■① 

<D 


② 

④ 


設定が終了したらクリッ 
クします。 


項目名 

工場出荷時 

説明 

① ESSID 

corega 

無線 LAN に接続する機器を識別する名前で 
す。接続するすべてのパソコン(無線 LAN ア 
ダプタ ー) に同じ名前を設定してください。 
詳しくは、 「 PART 2 アクセスポイントの設 
定をする」「セキュリティーの設定をする」 
の 「 ESS 旧を変更する」 （ P .27) をご覧くだ 
さい。入力可能文字数は、 ( A 〜 Z 、 a 〜 z 、 〇〜 
9) を1〜32文字のみです。 

②ステルス AP 

無効 

「ステルス AP 」 を有効にすると無線 LAN ア 
ダプターを持つパソコンから本製品の 
ESS 旧を検索されないようにできます。ま 
た ESSID を 「 ANY 」 や空白にしているバソコ 
ン(無線 LAN アダプター)からのアクセスを 
拒否することができます。 

③チヤンネル 

6/2.437 GHZ 

本製品が使用するチャンネルを設定します。 
近くに他のアクセスポイントがある場合は、 

1〜13の間で任意の値に変更してくださ 
し、。電波の届く範囲に他のアクセスポイント 
が存在する場合は、混信の恐れがあるので、 

5チャンネ)レ以上離れたチャンネルを設定 
してください。 

※チャンネルによって通信に使用する電波 
の周波数が異なります。 

④モード 

混在モード 

本製品に接続できる無線 LAN アダプターの 
規格が表示されます。 

「混在モード」の場合は 802. 11 b か 802. 11 g 
かを自動判別するので、どちらの規格の無線 
LAN アダプタ_でも接続できます。 

「1 lg (54 M ) 固定」の場合は802.1 lg に対 
応した無線 LAN アダプターしか接続できま 
せん。 

nlb ( l 1 M ) 固定」の場合は802.1 lb に対 
応した無線 LAN アダプターしか接続できま 
せん。 
























項目名 

工場出荷時 

説明 

⑤送信帯域 

AUTO 

送信帯域(通信帯域)を設定します。④「モー 
ド設定」の設定によって、設定できる帯域が 
変わります。 

「混在モード」… AUT 0/1/2/5.5/1 1/6/ 
9/12/18/24/36/48/ 
54 Mbps のいずれかを選択 
します。 

「11 g (54 M ) 固定」•- - AUT 0/6/9 /12/18/ 
24/36/48/54 Mbps 
のいずれかを選択しま 
す。 

「1 lb ( l 1 M ) 固定」… AUTO /1/2/5. 5/ 

11 Mbps のいずれか 
を選択します。 


注意/ 1 通信相手先機器によってはステルスでの接続できない組み合わせがありますので注意くだ 
さい。 

■詳細設定 

參セキュリティ設定 

本製品のセキュリティを設定します。 

1 メニューから「詳細設定」一「セキュリティ設定」をクリックします。 


セキュリティ設定 


セキュリティー方式 

セキュリティの設定をする前にセキュリティのタイブを指定し r < i ^\ 


[off v 




■① 


項目名 

工場出荷時 

説明 

①セキユリテイー方式 

OFF 

セキュリティーをかけないときは 「 OFF 」 を 
選択します。 

セキュリティーをかけるときは以下の3つ 
から選択します。 

「 WEP 」 …次ページ 

「802. lx 」 … P .47 

rWPAJ … P .48 























•「 WEP 」 画面 

「 WEP 」 の設定をします。 


セキュリティ設定 


暗号化 (WEP> 

乜キュリティー方式 
認証方式 
B 音号強度 
WEP キー 

キ-文字列 : [corega 

********** 

********** 

j- ,_ o- ********** 

-t-^ Q 古 *** *»**» 


[WEP l v3| 

AUTO v 
64 Bit v ■ 


] 厂キー生成]- 




キャンセル 


<D 

■② 

■③ 

④ 


設定が終了したらク 
リックします。 


項目名 

入力例 

説明 

①認証方式 

AUTO 

「〇 PEN 」「 SHARED 」「 AUTO 」 の中から選 
択します。通常は工場出荷時の 「 AUTO 」 の設 
定のままにします。 

②暗号方式 

64 bit 

「64 bit」「l 28 bit 」 の2種類から選択しま 
す。1 28 bit にすると、より強固なセキユリ 
テイをかけることができます。 

③キー文字列/キー生成 

corega 

キー文字列に文字を入力し、[キー生成]ボタ 
ンをクリックすると、④のキ_1〜4に自動 
的に暗号キーを設定することができます。 
キー文字列を「64 bit 」 にすると10桁、 

「1 28 bit 」 にすると26桁の暗号キーが生成 
されます。 

文字列は半角英数文字 〈 A 〜 Z 、 a 〜 z 、 〇〜9、！ 
"#$%&' ()* + ,- ./ :; く = >?@[¥ 

] A 」；「>を1〜32文字で入力します。④ 
で直接暗号キーを入力した場合は、ここでの 
入力は不要です。 

④キ ー 1〜4 


直接暗号キーを1〜4の入力欄に、手動で入 
力することができます。②で 64 Bit を選択し 
ているときは10桁、1 28 Bit を選択してい 
るときは26桁を、枠内に16進数 ( a 〜 f 、 ◦〜 
9) で入力してください。 

入力後、使用するキーナンノ（一のラジオボタ 
ンをクリツクしてください。 
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• 「802. lx 」 画面 

「802. lx 」 の設定をします。 


セキュ 1 J ティー方式 
[ ~ RADIUS サーバー設定 ~ U 


802.1 X v 


} 


暗号化ビット_ 

64 Bit 
128 Bit 

グルーブキー 設定 
再 キー 配布無し 
更新間隔 ^ ] 分 

更新間隔 lio ] x 1000バケット 


||*15 |||； 


キゃンセル 


<D 

<D 

■③ 


設定が終わったらク 
リックします。 


項目名 

工場出荷時 

説明 

① [ RADIUS サーバー設定] 

— 

RAD 旧 S サーバーの設定をするときはク 
リックします。 (— P .49) 

②暗号化ビット 

64 bit 

「 RADIUS サーバー」の設定がされていると 
きに、設定することができます。「64巳 it 」 
「1 28 Bit 」 の2種類から選択します。 
「1 28 Bit 」 にすると、より強固なセキユリ 
テイを設定することができます。 

③グループキー設定 

再キー配付無し 

「 RADIUS サーバー」の設定がされていると 
きに、設定することができます。暗号キーの 
更新をする場合は入力します。 

再キー配付なし 

暗号キーの更新を行いません。 

更新間隔(分） 

暗号キーを自動更新する間隔を設定し 
ます 

更新間隔 ( 1000パケット) 

暗号キーを自動更新するパケット数を設 
定します。 
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•「 WPA 」 画面 

「 WPA 」 の設定をします。 


WPA 


セキュリティー方式 



〇 WPA で PSK (共有キー)を使用します- 

共有キー | ~] (8 〜 63 文字) 

® RADIUS サーバー I ~ RADIUS サ-バー設定~ ] - 

□ 切断された子機の更新- 

グルーブキー設定：- 

0再キー配布無し 

〇再キー配布時間！^ |分 

〇再キー配布時間 1 〇 I X 1000 バケット 



<D 


.③ 


② 

④ 


設定が終了したらク 
リックします。 


項目名 

説明 

① WPA で PSK を使用する 

WPA で PSK (共有キー)を使用するときはラジオポタンをクリッ 
クし、「共有キ_」の枠に文字列(半角英数記号文字 ( A 〜 Z 、 a 〜 z 、 0 
〜 9) を8〜63文字入力します。 

必ず通信したい無線 LAN アダプターにも同じ値を入力してくだ 
さい。 

② RADIUS サーバー 

RADIUS サーバーを設定するときにラジオボタンをクリックし 
ます。(次ページ） 

③切断された子機の更新 

チェックボックスにチェックを入れると、本製品に接続している 
バソコンの接続が切れたときに、再接続します。 

④グループ キー 設定 

前ページ③をご覧ください。 
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•「RA □旧 S サーバー 設定」 画面 



⑧⑦⑧ 


項目名 

工場出荷時 

説明 

① 更新間隔(秒） 

3600 

暗号キーの更新間隔を設定します。 

② IP アドレス 


RADIUS サーノ（一を設定しているノ（ソコン 
の IP アドレスが表示されます。 

③ポート番号 


RADIUS サーバーを設定しているパソコン 
のポート番号が表示されます。 

④ [削除] 


RADIUS サーバーを設定しているパソコン 
を削除したいときは、削除したいパソコンを 
選択してクリックします。 

⑤ [追加] 

— 

RADIUS サーノ（一を設定したいノぐノコンを追 
加したいときはクリックします。(次べージ） 

⑥ [戻る] 


「802. lx 」 または 「 WPA 」 画面に民りたいと 
きにクリックします。 

⑦ [適用] 

— 

設定を反映したいときにクリックします。 

⑧ [キャンセル] 


①〜⑤ までの設定をしたあとに、無効にした 
いときにクリックします。 

※[適用]ボタンをクリックした後はキャン 
セルできません。 


注意/ 1 RACHUS サーバーの設定につきましては、ネットワーク管理者に確認してください。 
RADIUS サーバーの設定や動作につきましては弊社ではサボート対象外となります。 
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〈 RAD 旧 S サーパー[追加]画面〉 



アク iz スボイン m こ以下の ip アドレスと udp ボートと共有シークレツトを追加してくだ au 
IP アドレス： 

UDP ボート： 11812 I 

共有シークレット： | 


■ 「 0K j [~ 


設定が終了したらク 
リックします。 


項目名 

工場出荷時 

説明 

① IP アドレス 

— 

RADIUS サーバーの IP アドレスを入力し 
ます。 

② UDP ポート 

1812 

1〜65535までの間のポート番号を入力し 
ます。 

③共有 シーク レツト 


入力可能な文字は、半角英数記号文字 ( A 〜 
Z ' a 〜 z 、0〜9'「#$%&' ()* + ,-./ 
:;< = >?@[¥] a _|;}~) で 1〜32文字 
まで入力できます。 


參アクセス制限 

通信できるパソコンの制限をすることができます。 

1 メニューから「詳細設定」一「アクセス制限」をクリックします。 



_ (X) 

1 7 クセス麵 1 

アクセス® j 限 〇無効 " 

〇許可 
〇 フロック 


1 刚] - 

—(D 

—(3) 

| MAC アドレス： 

1 1 ： i：i 11 适加 II - 

無線端末 

MAC アドレスリスト - 




一設定が終了したらク 
リックします。 


項目名 

工場出荷時 

説明 

①アクセス制限 

無効 

本製品経由でのインターネット接続を許可 
するノ（ソコンをあらかじめ指定します。 
無効… 特にパソコンを指定しません。 

許可… ②で入力した MAC アドレスの 

パソコンにインターネット接 
続を許可します。 

ブロック…②で入力した MAC アドレスの 
パソコンにインターネット接 
続をプロックします。 

② MAC アドレス 


ここで入力した MAC アドレスを持つバソコ 
ンに、アクセス制限の設定を行います。 

③無線端末 

— 

設定したパソコンの一覧が表示されます。 
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參 WDS リンク 

本製品以外の複数のアクセスポイントを設置することで電波の死角をなくし、より安定した電波を 
パソコンに受信させることができます。 

1 メニューから「詳細設定」一 「 WDS リンク」をクリックします。 


WDS リンク 


WDSI こ使用するアク乜スボイントを逞折じ C ください 
WDS に掊梡する： 


有効 MAC アドレス SSID 

モード 

チャン 
!ネル 

信号強 
度 


xxxx：xx：xx：xxxx corega 

G 

6 

100% 


手觔でアク tZ スポイントを追加する埸合13アクセスポイントの追加ボタンを押じ C ください. 


MAC アドレス：[〇〇:〇〇:〇〇:〇〇:〇〇:〇〇 


アクセスポイント追加 h 


端末承 _ S : G ) 有効〇無効 


[nasi]' 


キゃンセル 


■① 

.② 


，③ 


.④ 


_設定が終了したらク 
リックします。 


項目名 

工場出荷時 

説明 

① WDS に接続する 


WDSU ンクができる本製品以外のアクセス 
ポイントの一覧を表示します。 WDS リンク 
させるときは、「有効」のチェックボックスに 
チェックを入れます。 

② MAC アドレス 


①に WDS リンクさせたいアクセスポイント 
がないときは、 WDS リンクをしたいアクセ 
スポイントの MAC アドレスを入力し、[アク 
セスポイント追加]ボタン(③)をクリックし 
ます。 

③アクセスポイント追加 


クリックすると、②で入力した MAC アドレ 
スを持つアクセスポイントを WDS リンクさ 
せます。 

④端末承認 

有効 

「無効」を選択すると、アクセスポイント間 
の通信(ブリッジ)のみになります。 

※通常は変更する必要はありません。 


注意/1 


- WDS リンクで接続できるアクセスポイントは3台までで 

す。また、設定時は802 . lx および WPA を使用できませ 
ん〇 

•ループ構成（右図のような構成）を行うことはできません。 

•すべてのアクセスポイントの ESSID を統一する必要はあり 
ませんが、 WDS リンクの設定が必要です。 

• WDS リンクについては本製品同士での動作を確認しており 



ます。 
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參無線設定 

本製品の無線の詳細設定をします。 

1 メニューから「詳細設定」一「無線設定」をクリックします。 


無線設定 


RTS しきい値 
フラグメントしぎい値 
ビーコン間隔 
DTIK / f 日1隔 

ブリアンブルタイブ 

ジェットモード 


2347 


2346 


100 


ms- 


1 


〇 LONG 〇 SHORT 
©MIX 


推奨 (1000 ms ) V 


[適用」 [ キャンセル 


設定が終了したらクリッ 
クします。 


項目名 

工場出荷時 

説明 

① RTS しきい値 

2347 

RTS しきい値を設定します。ここで設定さ 
れた値を超えるバケットを送信しようとす 
るときは、数値を〇〜2347の間で直接入力 
してしきい値を変更してください。 

通常は変更する必要はありません。 

②フラグメントしきい値 

2346 

フラグメントしきい値を256〜2346の間 
で変更します。 

通常は変更する必要はありません。 

③ビーコン間隔 

100 

ビーコンの送信間隔を20〜1000の間で変 
更します。 

通常は変更する必要はありません。 

④ DTIM 間隔 

1 

DTIM の間隔を1〜255の間で変更します。 
通常は変更する必要はありません。 

⑤プリアンブルタイプ 

MIX 

「 LONG 」「 SHORT 」「 MIX 」 の3種類から選 
びます。通常は変更する必要はありません。 
LONG …通信時のパケットごとに同じ 
量の情報を送るので、安定性が 
あります。 

SHORT …安定性は下がりますが、通信速 
度は上がります。 

MIX … LONG と SHORT を自動的に 

切り替えます。 

⑥ジエツトモード※ 

推奨 (1000 ms ) 

802.11 g と接続したノぐノコンの通信速度を 
設定します。高くすればするほど 802.1 lg 
の通信速度が上がります。 


※802.1 lg を優先的に通信して、通信速度を向上させる機能です。 


52 













































■システム設定 

•パスワード設定 


パスワードの変更を行います。変更方法は「本製品のパスワードを変更したい」 (P.35) をご覧くだ 
さい。 


1 1 


1 バスヮ-ド設定 1 

■ ロバ~7门一に L . . 1 



新ノ 'スワード •••••••• - 

新バスワード再入力 . . 




II 適用]! |キャンセル| 





① 

② 

③ 

④ 

設定が終了したらクリック 
します。 


項目名 

入力例 

説明 

①旧パスワード 

— 

今まで使用していたパスワードがすでに表 
示されています。 

②新パスワード 

corega02 

新しく設定したいノ（スワードを半角英数 (A 
〜 Z、a 〜 z、 〇〜 9) で4〜16文字入力します。 

③新パスワード再入力 

corega02 

②で入力したノ くスワードを、確認のため再度 
入力します。 

④パスワードを初期値に 
戻す 


「YES」 を選択すると、工場出荷時のパス 
ワ_ドに戻ります。 


•ファームウエア更新 

ファームウエアを更新します。詳しくは「最新のファーウェアを入手して更新したい」 (P.36) をご 
覧ください。 



•工場出荷時状態に戻す 

「YES」 のラジオポタンをクリックして [0K] ボタンをクリックすると、本製品を工場出荷時状態 
に戻します(初期化)。詳しい操作方法は、「本製品を工場出荷時の状態に戻したい」 (P.38) をご覧く 
ださい。 


—①ラジオポタンをクリック 
します。 

1 -② クリックします。 

注意/1 工場出荷時に戻すと、今までの設定がすべて消えてしまいます。設定のメモを取ってから、 
工場出荷時に戻すことをおすすめします。 


工場出荷状態に戻す 


エ埸出荷状態に戻します ON 0 

國 [ キゃンセル」 


參システム情報 

本製品の現在の設定等の状態を表示します。詳しい説明は P.42 をご覧ください。 
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•接続端末リスト 

本製品に接続されている端末（無線アダプター）の一覧を表示します。 


接続端末リスト 



I 再読込] 


① 


③ 


④ 


② 


① ②③④ 


項目名 

入力例 

説明 

①接続端末 ID 

— 

接続されている端末の順番を表示します。 

② MAC アドレス 


接続されている端末の MAC アドレスを表示 
します。 

③チヤンネル 


接続されている端末のチャンネルを表示し 
ます。 

④状態 

— 

接続されている端末の状態を表示します。 


注意/」 接続端末リストはリアルタイムでの表示ではありません。 


參再起動 

本製品を再起動するときは 「YES」 のラジオポタンをクリックして [0K] をクリックします。詳 
細は「本製品を再起動したい」 (P.37) をご覧ください。 



再起動 

再起勒 

\® f/ES 0 N 0 


(OKI [キル」 


參□グアウト 

ユ_ティリティー画面を終了させます。 

「ログアウト」を選択してしばらくすると、下画面が表示されるので、「はい」をクリックします。 



クリックします。 


ユ _ 丁 イリ丁■イー画面が閉じます0 
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■統計 

現在の有線接続及び無線接続のパケットとデータ量の送受信量を表示します。 


ワイヤレス受信曼： 

0 Packets, 

ワイヤレス送信量： 

65 Packets, 


4593 Bytes 

イーサネット受信量： 

4519 Packets, 


409622 Bytes 

イーサネット送信曼： 

5716 Packets, 


3261669 Bytes 



付録 

製品仕様 



サポート規格 




国際規格 

IEEE 802.1 K IEEE 802.1 lb . IEEE 802.1 lg 



国内規格 

ARIB STD - T 66 


データ転送速度 




IEEE 802.1 lg 

6/9/1 2/18/24/36/48/54 Mbps 



IEEE 802.1 lb 

1/2/5.5/11 Mbps 


周波数帯域 

2.41 2 〜 2.472 GHz 


チヤンネル数 

1 〜 13 ch 


伝送レート 




IEEE 802.1 lg 

OFDM (直交周波数分割多重変調方式） 

ffff 


IEEE 802.1 lb 

DS - SS (直接拡散型スぺクトラム拡散方式） 

部 

変調方式 



IEEE 802.1 lg 

巳 PSK @6/9 M 、 QPSK @12/18 M 、16- 
QAM @24/36 M 、64- QAM @48/54 M 




IEEE 802.1 lb 

DBPSK @1 M 、 DQPSK @2 M 、 CCK @5.5/11 M 


対応モード 

アクセスポイント/ WDS ( LAN 間通信/クライアン 




卜/リピーター ） 


セキュリティー 

ESSID 方式:旧 EE 802 .1 1 ; ID (文字列)による識別 




WEP :64/1 28巳 it 、 802.1 X(RADIUS 言忍言正） 

WPA : PSK (パーソナル)、 EAP (エンターブライズ） 
TKIP ( WPA の設定内に含む） 


アンテナタイプ 

ダイポールアンテナ2本によるダイバシティ方式 


□ーミング 

802.11準拠 


伝送距離 

屋内1 00 m /屋外300 m (54 Mbps 通信時:屋内 




30 m / 屋外 40 m ) ※環境により異なる 


サボート規格 

100巳 ASE - TX /1 0巳 ASE - T 、 Full / Half duplex 

有 



オートネゴシエーション 

線 

部 

LAN インターフエース 

RJ -45 x 4 (MDI / MDI - X 全ポート自動認識） 

伝送速度 

10 Mbps / 100 Mbps 


アクセス方式 

CSMA/CD 方式 


定格入力電圧 

DC 12 V 

電 

消費電流/電力（最大） 

510 mA /6.2 W 

源 

部 

AC アダプター 



定格電力(入力/出力） 

AC 1 00 V (50/60 Hz ) / DC 12 V 



最大電流(入力/出力） 

0.5 A / 1,0 A 
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LED 

Power x 1 、 LAN x 4 、 WLAN x 1 

対応 PC 

DOS / V 、 PC 98- NX、Macintosh ※ 

対応 OS 

Windows XP ( SP 2、 SP 1) /2000 (2 K ) / Me / 
98 SE 

環動 
境作 

動作時温度/湿度 

0° C 〜 4 CTC /90% 以下(結露なきこと） 

保管時温度/湿度 

— 20° C 〜 60° C /95% 以下(結露なきこと） 

外 f 

衫寸法(本体のみ） 

184( W)x 1 16( D)x 32( H)mm 

質量(本体のみ） 

276 g 


※本製品の設定は Windows をお使いください。 


工場出荷時の設定 

無線 LAN 機能の工場出荷時の設定です。 


項目名 

初期値 

アクセスポイント名 

CG - WLAP 54 GTSW 

ユーザー 名 

root 

パスワード 

corega 

DHCP クライアント 

無効 

IP アドレス 

192.168 .1.230 

サブネットマスク 

255.255 .255.0 

ゲー トウェイ 

0.0.0.0 

802.11モード' (モード') 

混在モード 

ESSID 

corega 

チヤンネル 

6 / 2.437 GHz 

セキュリティ方式（暗号化） 

OFF 

ステルス AP 

無効 

送信帯域 

Auto 

アクセス制限 

( MAC アドレスフィルタリング） 

無効 


8 


MAC アドレスについて 


本製品の MAC アドレスは本体底面に記入されています。 MAC アドレスは、6バイト （48 ビッ 
卜）によって構成されており、本製品の内部に書き込まれているため、ユーザーが変更することは 
できません。 「PART1 まず準備が必要」「各部の名称と機能を覚えよう」「本体底面」 （P .13) を 
ご覧ください。 
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保証と修理について 


■保証について 

別紙の「製品保証規定」を必ずお読みになり、本製品を正しくご使用ください。無条件で本製品を 
保証するということではありません。正しい使用方法で使用した場合のみ、保証の対象となります。 
本製品の保証期間については、保証書に記載されている保証期間をご覧ください。 

■修理について 

故障と思われる現象が生じた場合は、まず本書をご覧になり、設定や接続が正しく行われているか 
を確認してください。現象が改善されない場合は、弊社ホームページに掲載されている「修理依頼 
書」をプリントアウトの上必要事項を記入されたものか、「製品に関するご質問」にある必要事項を 
記入されたものを、製品保証書および購入日の証明できるもののコピー（レシート等可）を添付し、 
製品（付属品一式と共に）をご購入された販売店へお持ちください。修理をご依頼する際は、以下 
の点にご注意ください。 

※弊社へのお持ち込みによる修理は受け付けておりません。 

• 修理期間中の代替機等は弊社では用意しておりませんので、あらかじめご了承ください。 

• 保証書に販売店の捺印がない場合は、保証期間内であっても有償修理になる場合があります。 
• 製品購入日の証明ができない場合は、無償修理の対象となりませんのでご注意ください。 

• 修理依頼時の運送中の故障や事故に関しては、弊社はいかなる責任も負いかねますのであら 
かじめご了承ください。 

■有償修理について 

有償修理の場合は、ご購入の販売店へお持ちください。下記のホームページに、有償修理価格が記 
載されておりますので、ご覧ください。 


http://www.corega.co.jp/repair/ 


おことわり 


• 本書は、株式会社コレガが作成したもので、全ての権利を弊社が保有しています。弊社に無断で 
本書の一部または全部をコピーすることを禁じます。 

• 予告なく本書の一部または全体を修正、変更することがありますがご了承ください。 

• 改良のため製品の仕様を予告なく変更することがありますがご了承ください。 

• 本製品の仕様またはそのご使用により発生した損害については、いかなる責任も負いかねますの 
でご了承ください。 


◎2004 株式会社コレガ 

corega は、株式会社コレガの登録商標です。 

Windows は、米国 Microsoft Corporation の米国およびその他の国における登録商標または商 
標です。 

その他、この文書に掲載しているソフトウェアおよび周辺機器の名称は各メーカーの商標または登 
録商標です。 


2004年10月 Rev . A 初版 







■弊社ホームページのご案内 

弊社ホームページでは、各種商品の最新の情報、最新ファームウェア、よくあるお問い合 
わせなどを提供しています。本製品を最適にご利用いただくために、定期的にご覧いただ 
くことをお勧めします。 

_ http :// www . coresa . co . jp / _ 

■製品に関するご質問は • 

製品のご質問はコレガサポートセンターまでお問い合わせください。お問い合わせの際に 
は弊社ホームページ掲載の「お問い合わせ用紙」または下記の必要事項をご記入いただい 
た書面を用意して、メール、 FAX 、 電話でのいずれかでお問い合わせください。 

■お固い合わせ先 

■ Mail サポート：下記の URL からユーザー登録した後、お問い合わせください。 

http :// www . corega . co . jp/faq : 

■ FAX/TEL : FAX 045-476-6294 TEL 03-3797-1085 

•受付時間 ：10:0◦〜12:00、13:◦〇〜18:00月〜金（祝-祭日を除く） 

-必要事項 ：ご質問の前に、あらかじめ下記の必要事項を控えておいてください。 

• 製品名 

•シリアル番号 （ S / N )、 リビジョンコード ( Rev .) 

-お名前、フリガナ 
•連絡先電話番号、 FAX 番号 
-購入店 
-購入日付 

-お使いのパソコンの機種 
- 0 S 

• お問い合わせ内容（できる限り詳しくお知らせください） 

-ネットワーク構成 

















